
〇災害リスクの調べ方について

おかやま全県統合型GIS

①「おかやま全県統合型GIS」で検索

②掲載マップから防災情報をクリック

③確認したい地図を選択する

津波 土砂災害

洪水



③確認したい地図を選択する

※ここでは洪水を選択した画面で説明します

④利用許諾で「同意する」をクリック

⑤調べたい住所を入力して検索

地図で大体の位置をクリックしてもOK

⑥画面が展開されるので、近隣のハザー

ドを確認する

調べたい場所を直接
クリックしてもOK



地図の縮尺を
調整できます

表示する情報を
選択できます

区域図上の色分けを示しています
例えば倉敷市役所周辺は全体的に薄いオレンジ
色（0.5m以上～3.0ｍ未満の浸水深）ですが、
敷地の一部はピンク色（3.0ｍ以上～5.0ｍ未満
の浸水深）の部分もあることが分かります



ｃ

ここから複数の情報
を地図上に重ねるこ
とができます

クリック

クリック

クリック

施設の場所から確認
しておきたい情報を
選択してみましょう

クリック

例えば「防災情報」をクリッ
クすると避難所の位置が地図
上で一緒に確認できるように
なります



大雨の時は「洪水」と
「土砂災害」、台風の
時は加えて「高潮」の
危険性が生じるなど、
複合的に危険性が高ま
る可能性があるため、
事前に色々な情報を重
ねて確認をしておきま
しょう。

【避難先選びのポイント】
この浸水想定を見ると、市役所から一番近い避
難場所はこの学校になりますが、市役所がある
場所と、学校周辺の色が変わらないため洪水に
対する危険性は同じであることが分かります。
避難先を検討する場合は避難先の危険性も一緒
に確認し、少なくとも今の場所より安全な場所
であるかを確認しておきましょう。
※今いる場所が平屋で、避難先は上層階がある、など同じ危
険性でも取れる行動の選択肢が広がるのであれば、避難先と
してベストではないがベターな選択であると思われます。

洪水の浸水想定を確認する時は
「L2：想定最大規模」の「区域
図（法指定：46河川）」を選択
してください。



（参考）洪水における浸水継続時間の調べ方
※国の管理する河川の場合（高梁川、小田川）

岡山三川 浸水想定

クリック

①「岡山三川 浸水想定」で検索

②「洪水浸水想定区域図（浸水継続

時間図）」を選択

③水系ごとの地図イメージが表示さ

れるため、確認したいエリアのPDF

を選択

クリック

ここから確認したい
エリアを選択する



【浸水継続時間とは】
避難するのに支障が出る、
浸水深が50cmになってか
ら、水が引いて50cmを下
回るまでの時間のことで
す。施設の上層階への避
難を選択する場合、一定
期間取り残されてしまう
可能性があります。

浸水継続時間によって、

上層階への避難が適切か

どうか、どのくらい備蓄

を用意する必要があるの

かを判断する参考として

ください。



（参考）洪水における家屋倒壊等氾濫想定区域の調べ方
※国の管理する河川の場合（高梁川、小田川）

岡山三川 浸水想定

クリック

①「岡山三川 浸水想定」で検索

②「洪水浸水想定区域図（家屋倒壊

等氾濫想定区域図）」の（氾濫流）

又は（河岸浸食）を選択

③水系ごとの地図イメージが表示さ

れるため、確認したいエリアのPDF

を選択

クリック



【家屋倒壊等氾濫想定
区域とは】
洪水時に家屋が流出・

倒壊等のおそれがある範
囲を示したもので、この
範囲に家がある場合、上
層階への避難など、その
場にとどまるのは危険を
伴う可能性があります。

〇家屋倒壊等氾濫想定区域
（氾濫流）
河川堤防の決壊又は洪水
氾濫流の勢い等により、
木造家屋の倒壊のおそれ
がある区域

〇家屋倒壊等氾濫想定区域
（河岸浸食）
洪水時の河岸侵食により、
家の基礎を支える地盤が
流出することで、木造･非
木造の家屋倒壊のおそれ
がある区域

【区域図を見るときのポイント】
家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫
流）に該当する場合、木造家屋の
上層階への避難では家ごと流され
てしまう可能性があるため、原則
立ち退き避難を行う必要がありま
す。
また非木造の家屋であっても、区
域外よりは危険性が高い可能性が
ありますので注意が必要です。



（参考）洪水における浸水継続時間及び家屋倒壊等氾濫想定区域の調べ方
※県の管理する河川の場合（倉敷川、里見川、笹ケ瀬川など）

岡山県 洪水浸水想定

クリック

①「岡山県 洪水浸水想定」で検索

②確認したい河川を選択

クリック

ここから確認したい
内容を選択する。

【参考】
中庄・庄地区、茶屋町⇒笹ケ瀬川、足守川など

倉敷市役所周辺・吉岡・天城⇒倉敷川、吉岡川など

玉島地区⇒里見川、道口川など

場所によって一番影響が大きいところを確認
しましょう。



（参考）高潮における浸水想定区域の調べ方

岡山県 高潮

①「岡山県 高潮」で検索

②区画ごとに地図が分かれているの

で、確認するべき区画を調べる

③確認したい区画番号が付いたPDF

ファイルを選択
※浸水想定区域かどうか確認したい場合は

（浸水深）、浸水がどのくらいの時間続くの

か確認したい場合は（浸水継続時間）を選択

してください

クリック

例えば倉敷市役所だと
「E4」を確認する

クリック

クリック



岡山沿岸高潮浸水想定区域図 (浸水深) 岡山沿岸高潮浸水想定区域図 (浸水継続時間)

倉敷市役所

【備考】
この区域図は海からの浸水だけではなく、河川

からの洪水による浸水も含まれています

倉敷市役所



（参考）津波による浸水想定区域の調べ方

おかやま全県統合型GIS

①「おかやま全県統合型GIS」で検索

②掲載マップから防災情報をクリック

③「津波浸水想定図」を選択する

津波 土砂災害

洪水



④利用許諾で「同意する」をクリック

⑤調べたい住所を入力して検索

地図で大体の位置をクリックしてもOK

⑥画面が展開されるので、近隣のハザー

ドを確認する

縮尺の変更や、他情報の重ね方は洪水の時と同様です
「震度分布図」や「液状化危険度分布図」も確認しておきましょう

調べたい場所を直接
クリックしてもOK


